
検討の進め方（第３回までの振り返り）

資料１



検討のスケジュール（案）
第１回 令和２年10月９日（金）

東京都における地域公共交通の現状・課題等

第２回 令和３年１月20日（水）
地域特性に即した地域公共交通の目指すべき将来像の検討➀
・ 都内４つの地域区分共通の将来像 等

第３回 令和３年３月10日（水）
地域特性に即した地域公共交通の目指すべき将来像の検討②
・ 各地域区分特有の課題と対応する将来像の検討 等

第４回 令和３年６月４日（金） 本日
目指すべき将来像と実現に向けた取組のステップ、将来像を実現するための取組の検討

第５回 令和３年９月下旬頃
都による「地域公共交通に関する基本方針」の策定に向けた方向性の確認

第６回 令和３年12月下旬頃
都による「地域公共交通に関する基本方針（中間まとめ）」

第７回 令和４年３月下旬頃
都による「地域公共交通に関する基本方針（最終まとめ）」
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第２回行政連絡会

第３回行政連絡会

第１回行政連絡会

第４回行政連絡会
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第４回検討会の位置づけ
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地域公共交通の
維持

充実

衰退

2020年
（現在）

2030年
（マイルストーン）

2040年代
（目標）

• 地域公共交通の
現状・課題

• 社会経済情勢の
変化

新型
コロナ危機

地域公共交通の危機

• 目指す将来像と実現に向
けた取組のステップ

• 将来像を実現するための
取組の検討

都内４つの地域区分
共通の将来像の検討

第１回

第１回

第２回

第３回

各地域区分特有の課題に
対応する将来像の検討

目指すべき
将来像

（中期～⾧期）

• 中枢広域拠点域
• 新都市生活創造域
• 多摩広域拠点域
• 自然環境共生域

• 都による具体的な取組の
方向性（イメージ）

第３回

（今回）

• 区市町村の現況と
取組・支援の視点
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これまでの主な意見と第4回資料への反映
主な意見 第４回資料への反映

○地域公共交通の対象を明確に（第３回）
○必要に応じて地域公共交通側から広域的なインフラに対し
て提言することも必要では（第１回）

【資料１】に、今回扱う地域公共交通の範囲を整理しま
した。鉄軌道など広域的なインフラとの乗換え利便性向
上に資するデータ連携等も検討対象として捉えています。

○危機感の共有が必要。これまで運賃収入で回ってきたもの
を今後どうするかは大きな課題（第２回）

○2040年代より手前で問題が顕在化するのでは（第２回）

【資料２】の冒頭に、想定される2040年代の姿と、新型
コロナによる地域公共交通への影響等について記載しま
した。
2040年の将来像を示すことと併せて、その実現に向けた
取組のステップを設定しました。

○地域別に、ターゲットとなる対象を明確に（第２回） 【資料２】に、４つの地域ごとに、主な対象を示しつつ、
将来像とステップを設定しました。

○抽象的、定性的。方面別の具体的、定量的なデータが必要
では（第２回）

○支援策にリアリティや具体性が無い。現場を出発点にすべ
き（第３回）

今回、新たに区市町村ヒアリングを実施し、地域の特性
を踏まえた具体的な取組や課題を【資料３】に整理しま
した。そこから、取組・支援の視点を抽出しました。

○行政界を越えて市街地が連担していることが東京の特徴。
連携を支援するのが都の役割では（第１,２回）

○公共交通の利用促進に向け、マーケティングの視点（どう
したらもっと利用して貰えるか）からも議論を（第１回）

○都心に向かうばかりでなく、地域内の移動や資源に目が向
き始めたことへの対応を（第２回）

○事業者から行政へ乗降等のデータが届けられる仕組みづく
りが必要では（第２回）、データを社会全体が活用してよ
り便利な交通を実現すべき（第３回）

○コロナ禍の移動手段としてシェアサイクルの有効性が見え
てきた。地域の連担も重要（第２回）

○水素や、電動化と再エネのセットといった環境の要素も地
域公共交通に取り入れていけると良い（第３回）

【資料４】に、将来像を実現するための取組（案）につ
いて整理しました。

（取組と支援の基本的な考え方／区市町村間連携／公共
交通の維持／地域住民や企業の参加／交通需要マネジメ
ント・結節機能向上／MaaS導入・データ利活用／新技
術導入促進 など）
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検討範囲と課題整理
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〇本検討会の検討範囲

• 鉄道駅からの端末の公共交通
• 鉄道と端末交通との結節機能
• 交通不便地域等の移動手段
• 交通需要マネジメント施策
• シェアリング事業を行う、マイクロ

モビリティ
• 走行空間の確保・充実に向けたソフ

ト施策
• 上記に関連する都市政策等
※ 福祉輸送など、特定少数向けのサービスに

ついては別枠

〇東京の地域公共交通に関する課題の整理
＜短期的な課題＞
• 交通不便地域への対応
• 運転免許返納に対する不安の解消
• 交通サービスの担い手不足への対応
• 新型コロナウイルス対策の⾧期化への対応

＜中・⾧期的な課題＞
• 公共交通機関の利用者の減少
• 財政負担の増加、運行効率化への対応
• 行政界を越える移動需要への対応
• 環境改善に資する施策の推進
• 公共交通を自ら守り育てる意識の醸成
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地域公共交通の範囲（案）

区分 交通モードのイメージ

公
共
交
通

乗
合

定
時
定
路
線

乗
降
地
点
固
定

オ
ー
ダ
ー
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

非
乗
合

公
共
交
通
以
外

個
人
利
用

自家用車自家用車

コミュニティバス・タクシー
（定員11名以上/定員10名以下）

コミュニティバス・タクシー
（定員11名以上/定員10名以下）

デマンド交通
（ドア・トゥ・ドア型）

デマンド交通
（ドア・トゥ・ドア型）

タクシータクシー

遠距離 大量 高速 近距離 少量 低速

自転車自転車

電動カート電動カート

徒歩徒歩

デマンド交通
（ミーティングポイント型）

デマンド交通
（ミーティングポイント型）

主たる範囲主たる範囲

シェアリング
パーソナルモビリティ

シェアリング
パーソナルモビリティその他モード（スクールバス、自家用有償旅客運送、

新型モビリティ等）
その他モード（スクールバス、自家用有償旅客運送、

新型モビリティ等）

鉄軌道鉄軌道

舟運舟運
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LRT
BRT
LRT
BRT 路線バス路線バス

検討範囲

※ 複数の交通モードを繋ぐ交通結節点についても検討の範囲とする。
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